
１ ランブルストリップスとは

ランブルストリップスは、舗装路面に凹凸を帯状

に敷設するものです。その目的は、居眠りや余所見

をしている運転者に走行車線を逸脱していることを

振動や音によって知らしめることです。これまで、

米国のハイウェイにおいて車線逸脱対策として設置

されてきたもので、かなりの効果が報告されてきて

います。

なかには、「ランドルストリップ」とか「ランボル

ストラップ」とおっしゃられる方もおられますが、

この機会に正確な名前を覚えていただければ幸いで

す。

私たちは、このランブルストリップスの車線逸脱

防止効果に目を向け、北海道で発生件数の多い正面

衝突事故対策としての導入を行ってきましたので、

このランブルストリップスとはどういうものかにつ

いて解説いたします。

２ 米国での事例

米国においては1990年代から普及し始め、最近、

費用対効果が高いことが報告され始めています。最

も古い例は1955年にニュージャージー州において

路肩に設置されたもので、〝singing shoulder"と呼

ばれていたそうです。

施工方法によって、切削式、転圧式、成形式、隆

起式の４種類に分類されます。現在は、18州にさま

ざまな規格で設置されており、そのほとんどは、既

設舗装に安価でかつ迅速に施行が可能な切削式で

す。また、ほとんどが路肩に設置するタイプで、路

外逸脱防止効果をねらったものです。

その効果については、全米において路外逸脱事故

の15％～70％を減少させたという報告があります。

往復２車線道路のセンターラインに設置したもの

は、1997年のコロラド州郊外部27kmの設置という

例があります。これらセンターラインへの設置によ

る効果としては、正面衝突事故の36％を削減したと

いう報告があります。

３ 北海道での導入のいきさつ

北海道の交通事故死者数は、平成15年、対前年比

102人減少し48年ぶりに400人を切って391人に

なりました。しかし、依然として都道府県別で最多

であります。

北海道の死亡事故の特徴は、郊外部での車両相互

事故や車両単独事故が多いところにあります。特に

車両相互事故のうち正面衝突事故が多いのが特徴

で、全死亡事故に占める割合を過去10年間の平均で

見ると、全国では13.1％であるのに対し、北海道は

23.1％であり、約２倍となっています。

また、正面衝突事故の原因別内訳を見てみますと

「発見の遅れ・居眠り・ぼんやり運転」が約４割を占

めています。

そこで、これらの原因による正面衝突事故を防ぐ

ため、北海道の２車線道路においてランブルスト

リップスを導入することを検討しました。
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４ 北海道でのメリット

ランブルストリップス以外の正面衝突対策として

は、いわゆる中央分離帯、センターポール、チャッ

ターバーおよび高視認性区画線などがあります。

しかし、積雪寒冷地である北海道ではセンター

ポールやチャッターバーは除雪の邪魔になります。

チャッターバーなどは除雪が開始される前に表と裏

をひっくり返さなければなりません。高視認性区画

線は、除雪車のグレーダーで削り取られてしまいま

す。

また、ランブルストリップス以外の施設は、ラン

ブルストリップスよりも設置費用が高く不利であ

り、特に、中央分離帯は道路そのものを拡幅するた

め費用が高額になります。

したがって、設置費用が低廉である、除雪などの

維持作業の支障とならない、多くの車が踏みかける

ものではないため耐久性が高いなど、北海道での導

入には大きな利点があると言えます。なお、国道で

の通常の除雪レベルでは、雪の下に隠れていても振

動等の効果があることも確認されています。

５ 実道への導入における課題

実道へ導入する際に問題となったのは、施工方法

と効果があってなおかつ安全な規格の決定です。

施工方法は、路面切削機の案内輪に角型の車輪を

取り付け、それが回転することにより切削機が上下

する仕組みを考案しました。

規格については、苫小牧寒地試験道路で被験者に

よる体感試験を行い、乗用車で効果がありなおかつ

２輪車でも安全な規格として、深さ12mmのものを

採用することにしました。ただし、２輪車への危険

因子を最大限避けるため、実際の設置ははみ出し禁

止の黄色２条線の区間とし、路側には標識を設置す

ることとしています。

なお、現在１条線への設置に向けた規格の開発も

行っています。

６ 実道への設置状況と効果

平成13年度の施工方法の開発と苫小牧寒地試験

道路での試験を経て、平成14年７月に一般国道５号

八雲町において約700m設置したのが実道への導

入の始まりです。その後、設置区間において正面衝

突による死亡事故が発生していないことが確認でき

たため、他の路線への設置が進み、平成15年度末ま

でに24区間39.3kmの設置が進んでいます。

今後も、正面衝突事故防止効果があると認められ

ているため、平成16年度には約100kmの施工を予

定していると聞いています。

７ 路外逸脱事故対策への展開

「３ 北海道での導入のいきさつ」でも触れました

が、北海道の死亡事故の特徴の一つに車両単独事故

があります。車両が単独で路外に逸脱して事故に至

るものです。ランブルストリップスは米国において

もともとこの対策のために開発されたものでした。

今後、北海道の一般国道においてもこの目的のた

めに設置できないか検討する必要があります。

ここで問題になるのが、一般道路の路肩に設置す

るため、４輪車への振動等の効果を確保したうえで

の自転車を含めた２輪車への安全性の確保です。

これについても、平成15年度に苫小牧寒地試験道

路で種々の試験を行っており、今後とも現場で採用

できるような規格をさらに検討していきたいと考え

ています。

コンサルタンツ北海道 第103号

全道の設置状況の図
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